
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 6回 開催期間

参加者数 38名 内訳 小学４年生 12名

小学５年生 18名

小学６年生 8名

令和５年度　子ども大学こうのす

令和5年8月1日～令和5年8月22日

子ども大学こうのす

学長 望月　栄（鴻巣市教育長）

副学長 ―

子ども大学こうのす実行委員会

実行委員長 新田　治郎（一般公募）

実行委員

（関係団体）

鴻巣市子ども会育成連絡協議会、鴻巣・北本青年会議所、鴻巣市

PTA連合会、鴻巣市青少年相談員協議会、鴻巣市教育委員会学校

支援課



３．実施内容

８月１日（火）

８：３０～１７：００

科学を体感する施設の見学や、プラネタリウムの見学

８月４日（金）

９：３０～１２：００

電気自動車のモータの原理の学習

写真
生

き

方

学

写真
は

て

な

学

講義名
電気自動車を学ぶ

～クリップモータを作ろう～

講師
関東工業自動車大学校

サブマネージャ　諸田和也様ほか9名

会場 栃木県子ども総合科学館

講義名
宇宙に触れよう！

～宇宙の神秘を感じてみよう～

講師 ―

１日目 開催日時

会場 関東工業自動車大学校

プレ課外

講座
開催日時



３．実施内容

８月１０日（木）

１０：００～１１：３０

コウノトリを取りまく環境について学習

８月１６日（水）

９：３０～１２：００

英語でゲームやアートを楽しむ

写真ふ

る

さ

と

学

写真
生

き

方

学

講師
コウノトリ野生復帰センター

飼育員　佐藤由花様ほか1名

３日目 開催日時

会場 吹上生涯学習センター

講義名
英語であそぼう！

～英語でゲームやアートをたのしもう！～

講師
鴻巣市教育委員会外国語指導助手(ALT)

デラバレラカンポス・オラシオ先生ほか9名

２日目 開催日時

会場 コウノトリ野生復帰センター

講義名
コウノトリってどんな鳥？

～コウノトリを見て生態系について考えよう～



３．実施内容

８月２０日（日）

９：３０～１１：４５

オリジナル郷土かるたの作成

８月２２日（火）

９：３０～１１：３０

プログラミングの学習

写真ふ

る

さ

と

学

写真
は

て

な

学

会場 富士電機株式会社

講義名 プログラムを組んで鴻巣をまわろう

講師 富士電機株式会社 新島博恵様ほか12名

４日目 開催日時

会場 あたご公民館

講義名 郷土かるたをつくろう

講師
鴻巣市ジュニアリーダーズクラブ

新井颯花さんほか11名

５日目 開催日時



４．参加者の声

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

プラネタリウムがとてもよくて星の事がよく分かった。ちょうど学校で習っている所だったので見てよかったです。他にも

色々なことがあって楽しかったです。

プラネタリウムでの月と太陽についての説明が分かりやすかった。体験の場が多く楽しく過ごせた。

車はこんなふうに動くんだと知れてびっくりしていい経験になったと思った。

電気自動車についてこれからの車について学べて勉強になりました。今日の動きは社会にものつながるので役立ててい

きたいです。

コウノトリが少ないこと、少しでも生態系が崩れるといろいろな生物がすめなくなってしまうんだなと思いました。

コウノトリを近くで見れてうれしかった。

英語はあまり得意ではないけれど、みんなに教えてもらいながら楽しくできた。

ALTの人たちとたくさんゲームができて楽しかった。

鴻巣市の有名なものをかるたにすることで楽しく勉強できた。

自分で作ってあそべてすごく楽しかったです。

パソコンを使ってプログラミングが楽しかった。

すごくプログラミングの教え方がうまくてわかりやすかったです。

保

護

者

の

声

（

感

想

）

鴻巣のいろんな産業、名所があらためて発見できて有意義でした。

年配の私でも楽しく勉強させていただき感謝しています。

他校のお友達と仲良く学ぶことができ、とでも大切な時間を過ごすことができた。

6日間という少ない日数でしたが、大変勉強になったようです。ありがとうございました。

実際に作ったり体験したりできてとてもよかった。

夏休み中強制的にでも外に出て、課外学習をしたことがよかったと思います。


